
























































A Relationship between the Child-raising Pattern of Mothers and the Tendency

































調査対象者：都内保育所 1 カ所、全児童 174 人中、
情緒的な行動傾向の強い 56 人の子
ども。年齢は 1 歳児 7 名、2 歳児 12
名、3 歳 児 14 名、4 歳 児 10 名、5
歳児 11 名、6 歳児 2 名である。
２．調査方法
調　査　日：1999 年 7 月上旬である。回収期日は
約 2 週間程度とした。質問紙は各ク
ラス担任を通して保護者に配布する。







































































































項目数は 33 項目である。33 項目は望月らの因子
分析の結果、以下のような 11 の因子に分類され
る。
















































































































性は標準偏差 1.39、平均 4.0 である。指導性は、
標準偏差 1.18、平均 5.1 で低い点に偏りがみられ
た。意欲促進は、標準偏差 1.16、平均 6.7 である。
放任は標準偏差 0.98、平均 1.7 でやや低い点に偏
る傾向がみられた。賞賛型は、標準偏差 1.09、平
均 5.1 で高い点に偏る傾向がみられた。叱責型は、





た。顕示性は、標準偏差 2.12、平均 1.8 であり、
低い点に偏る傾向がみられた。神経質は標準偏差
1.25、平均 1.3 であり、低い点に偏る傾向がみら
れた。不安傾向は、標準偏差 2.00、平均 2.8 であ
り、全体にちらばる傾向がみられた。自制力の欠






退行性は、標準偏差 1.92、平均 2.4 である。攻撃
性は、標準偏差 1.71、平均 1.7 であり、低い点に
偏る傾向がみられた。社会性は、標準偏差 1.99、
平均 2.2 である。家族・保育者への不適応は、標
準偏差 1.57、平均 2.0 であり、低い点に偏る傾向
がみられた。集団生活への不適応は、標準偏差
1.03、平均 1.3 であり、低い点に偏る傾向がみら























り合計点数から上位 5 名、下位 5 名を抽出し、母
親のしつけパターンと養育体験チェックリストと
の相関を求めた結果、表 2、表 3 のとおりになっ
た。上位 5 名は、意欲促進のしつけパターンと


























































受容性 指導性 意欲促進 放任 賞賛型 叱責型
顕示性 .195 .056 .043 .075 .090 .246
神経質 .065 .028 .056 .115 -.253 -.143
不安傾向 -.164 -.087 -.134 -.106 .069 -.106
自制力の欠如 .019 .088 -.093 .135 -.070 .167
依存性 .000 -.225 .122 -.062 -.105 .332*
退行性 .023 -.026 -.051 .050 .035 .238
攻撃性 .074 .322* .057 .173 -.086 .150
社会性の欠如 -.077 -.090 .022 -.102 -.015 .002
家族、保育者への不適応 .108 .167 -.066 .158 -.226 .165
集団生活への不適応 .023 .153 -.114 .104 -.273* .073
体質傾向 -.075 -.019 .144 .034 .136 .074
＊相関係数は 5％水準で有意（両側）です。
受容性 指導性 意欲促進 放任 賞賛型 叱責型
幸福 .395 .514 1.000* .612 .250 -.196
表 2　養育体験チェックリスト上位 5 名と母親のしつけパターン尺度の相関係数
＊相関係数は 1％水準で有意（両側）です。
受容性 指導性 意欲促進 放任 賞賛型 叱責型
幸福 .159 .362 -.389 .648 -.952* -.040
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自分の 4 歳から 8 歳くらいまでのことを思い起こして次の各項目にあてはまるものに○をつけてください。
岩﨑桂子：母親のしつけパターンと保育園における子どもの情緒的な行動傾向との関連
－81－
